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研究成果の概要（和文）：本研究では日・米・仏の大学入試の問題分析とその準備教育の調査を通して、各国の試験で
はいかなる能力を測定しているのか、それは社会で求められる能力といかに関連するのかを能力観のモデル化を試みて
明らかにした。モデル化では、①知識の性質（「経験的」対「学問的」）と②教育目標（「価値的」対「技術的」）の
２つの指標を組み合わせる事により、４タイプの能力観を規定した。アメリカのSATは効果的な推論力を（応用型）、
日本のセンター試験は内的共同体を作り上げるための共感力を（共同体型）、フランスのバカロレアは、弁証法を使い
新たな前提条件を創り上げる力（政治型）を測っていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study compared types of abilities tested in university entrance examinations 
in Japan, United States and France through the analysis of questions of exams and preparatory education 
in high schools. Based on the analysis, a typology with types of knowledge (experiential versus academic) 
and objective (instrumental versus value) as indices was proposed. Three types of abilities were 
extracted from the typology: communal, generic and political. Japanese National Center Test examines the 
ability to infer human emotions, whereas the American SAT measures effective reasoning for versatile 
application. French baccalaureate tests the mastery of dialectical procedure for innovation. Entrance 
examinations reveal the types of abilities and attitude each society values and that in turn elucidates 
necessary conditions for the elites in each society.
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キーワード： 大学入試　能力観　エリート像　SAT　センター試験　バカロレア　比較教育

  ２版



1. 研究開始当初の背景 

 大学入学の選抜方法は、国や文化圏により試験

の内容・形式・制度・理念に大きな違いが見られ

る。入試のありかた、特にいかなる能力をどのよ

うな方法で測るのかは高等教育のみならず、初

等・中等教育を含む教育課程や教授法、教育目標

など教育システム全般に多大な影響を与えてお

り、それだけに入試の特徴を明らかにすることは、

教育全般の特質を明らかにする鍵となる。さらに

入試が多くの国々で大人になるための「通過儀

礼」と捉えられていることからも、その分析から

社会で求められる能力や知識の型、望まれる人間

像を探ることも可能だと考えられる。 

 過去の大学入試研究においては、世界規模の比

較からその類型化が試みられてはいるが（中島 

1986など）、主として制度面の違いに焦点が当て

られ、また高等教育制度の一環として受け入れ側

である大学がいかなる資質・能力・属性を評価す

るかに重点が置かれてきた。しかしながら入試は

その先の高等教育と関係するばかりでなく、初

等・中等教育、そして社会で求められる能力とも

密接に関係し、それらとの関連から比較を行う視

点が重要である。 

 申請者は過去 20 年にわたり、日本とアメリカ

の初等・中等教育における思考とその表現法の比

較研究を行い(渡辺 2004)、2002年からはフラン

スを加えた 3 ヶ国の比較調査を行っている(渡辺 

2007)。名古屋市とニューヨーク市郊外、リヨン

市での継続的な学校観察調査とともに、2008 年

からはフランスのバカロレアの試験問題分析と

高校の準備教育の観察調査に着手し、2010 年 6

月には、フランス国民教育省と日本の文部科学省

からの要請で国際バカロレアオプション試験の

招聘視学官をパリとリヨンで務める機会を得た。 

 これらの調査研究から、「入試」と教育・社会

の密接な関わりを痛感するとともに、フランスの

論文と口述試験で評価される知識の形、つまり情

報の提示方法の違いに驚愕した。フランスの初

等・中等カリキュラムは、バカロレア取得を目指

して発展段階的に組まれており、かつ論文を書く

徹底的な訓練が高校最後の2年間で行われるため、

高等教育を受けるための基本的な技術と知識習

得が公教育で行われるのが特徴的である。すべて

のカリキュラムは、文化的共通知識を材料に、弁

証法で考え、書き・語るために組まれ、それは高

等教育のみならず、官吏登用試験にまで連なる教

育と社会を繋ぐ能力の基礎となり、伝統継承とエ

リート養成の根幹を成している。日本で受験勉強

に多大な労力と時間が注ぎ込まれるわりに、その

成果が高等教育の基礎となりにくく、結果として

入試を通して中等教育と高等教育が断絶してい

る日本とは対照的である。しかも弁証法という思

考表現法の「型」を身につけ、古典を「暗記」す

ることは、批判する力を身につける（フランスの

高校では「反抗（résistance）することを教える」

といわれる）ことと矛盾しない。弁証法という

「型」の中にすでに現在あるものから新たな組み

合わせを考える仕掛けがあるからである。 

 日本ではアメリカをモデルに様々な教育改革

が試みられ、日本のセンター試験もアメリカの

SATをモデルに作られた。しかし試験の形式は似

ていても、その内容・目的・測られる能力は日米

でも大きく異なっている。日本、アメリカにヨー

ロッパを加えた入試をその歴史的形成過程と社

会とのつながりをも視野に入れてモデル化を試

みることは、少子化や大学間の国際競争といった

変容する社会状況の中で、日本の入試のあり方の

新たな可能性を探る基礎研究になると考える。 

２. 研究の目的 

 以上のような背景から、本研究プロジェクトで

は３つの切り口から大学入試を分析した。まず初

等教育の比較研究で培った方法を踏襲しつつ、日

本・アメリカ・フランスの大学入学試験問題（過

去5年を目安にする）を「思考表現法」と能力評

価の観点から分析し、3ヶ国ではいかなる知識と

その提示方法を求め、それはいかなる能力につな



がるのかを明らかにし、また入試の形態や制度か

ら、入試の目的と理念を明らかにした。次に、入

試の準備・訓練はいかに行われているかを主に中

等教育の現場と公教育以外の機関の観察とイン

タビューにより調査した。そして3つ目の切り口

として、現行入試の歴史的経緯を文献調査し、入

試の成立と変化の際には、いかなる教育的、ある

いは政治・経済・社会的な力が働いたのか、何が

理念となり誰が（あるいはどの機関が）中心的役

割を果たしたのかを明らかにした。知識の型と能

力観形成への社会の影響、その相互作用と要因を

同定した。これらはそれぞれが独立した研究とし

て論文にまとめることができるが、３つの切り口

を統合することにより、入試を核とした思考表現

法と教育、社会の構造の類型化を試みるのがプロ

ジェクトの最終目標である。類型化においては、

思考法、教育制度・実践、能力観とリーダーシッ

プの特徴を抽出し、認知（ミクロレベル）から、

組織（中間レベル）、組織間の連携（マクロレベ

ル）を横断するモデルを構築したい。申請者の過

去２０年の比較研究・調査の蓄積を踏まえ、入試

の視点から新たに整理・統合することにより、入

試を考える際の「枠組み」が提供できる研究を目

指したい。 

 入試は一国の中でも多様な形式があるが、多数

の学生が共通に受験する日本のセンター試験、ア

メリカのSAT（Scholastic Assessment Test）、フ

ランスの普通バカロレアを取り上げ、それらの試

験問題の中でも違いが顕著に表れる国語と歴史

の問題を分析対象とする。質問の形式とその答え

方の比較から、どのような知識をいかなる形に編

集して表現・提示するかを明らかにして、類型化

を行う。試験の過去問題と攻略法が記された文献

調査とともに、計量的な分析も併せて行いたい。 

日本型入試の再考が迫られている折、アメリカの

SAT試験に表れる効率を重んじる分析力は、近年

PISA 型と呼ばれる文化的文脈を極力排除した知

識の型とそれを扱う能力に通じるところがある

が、それのみをモデルにして良いのだろうか。日

本で「欧米」と一括りにされる情報や研究成果は、

実はアメリカについて述べていることが多いが、

ヨーロッパ諸国を視野に入れれば、むしろアメリ

カは大変特殊な例であることがわかる。フランス

を研究対象に入れて 3 点比較を行うことにより、

アメリカモデルの相対化が可能になるだろう。既

存の世界規模の入試類型では、アメリカと日本が

同じ型に分類されているが（中島 1986）、入試問

題の分析を行えばそこで問われている知識・能力

や入試の目的・理念は大きく異なることがわかる。 

 また入試問題分析とその準備教育・訓練、さら

には初等教育との関連までを視野に入れ、公教育

という「全体」の中の「部分」として入試を分析

する視点はほとんど取られてこなかった。そこに

いかなる関連と断絶があるのかを比較から捉え

ることにより、入試から教育システムの類型化を

行うことも本研究の特徴である。さらに歴史的経

緯を付け加えることで、大学入試をひとつの「文

化」と捉え、社会の中でどのような機能を果たし

ているかを考察する。こうした複数の視点からの

分析により、入試を通して立体的に教育と社会を

捉え、新たな知見を積み上げたい。 
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３. 研究の方法 

（１） 大学入学試験問題の分析 

 アメリカのSAT、日本のセンター試験、フラン

スの普通バカロレア（L, ES, S）における、国語

と歴史（地歴）の過去問題集および攻略本（日本

の『傾向と対策』にあたる本・雑誌）を過去5年

に遡って収集し、①質問形式のパターンと問題数、

②求められる情報・知識の質（一次情報なのか加

工の必要な二次情報なのか、推論の形態等）、③

情報・知識の表現法の3点に注目して比較分析を

行う。③の表現法は、SAT１におけるアメリカの

「エッセイ（小論文）」、日本のセンター試験にお

ける「説明文」と二次試験の「小論文」、バカロ

レアにおける「フランス式論文法（Dissertation）」

を対象にする。各国の「書く」試験に頻用される

論文法の構造と論理（ロジック）を明らかにする

ことにより、暗記された知識はいかに納得されや

すい形に加工されるのかを比較する。入試問題と

ともに「書く」表現様式を比較対象にすることに

より、入試によって測られる技術とその背後にあ

る能力観の推論が可能になる。 

（２） 入学準備教育・訓練の実態調査 

 各国の準備教育・訓練を網羅的に調査すること

は不可能であるが、比較対象として各国の主流文

化を代表すると考えられる社会・経済的に良いと

されている地域の公立学校ないしは「伝統校」を

選択し、実態調査を行う。教師へのインタビュー

及び、授業観察、カリキュラムの比較を行う。 

（３） 歴史的推移 

 文献調査により、現行の大学入試の創設および

変遷の局面で、教育的な議論とともにいかなる政

治・経済・社会的な要因が働いたか、誰が決定に

大きな影響力を及ぼしたのか、何が変化のきっか

けになったのか、どう変わってきたのかを明らか

にし、3ヶ国の類似点と相違点を整理する。フラ

ンスの場合は、バカロレアにおける論文様式の変

化と発展の歴史も併せて読み込む。 

４. 研究成果 

 ４年間の調査期間中、３カ国の試験問題の分析

と準備教育の授業観察及び教師へのインタビュ

ーを行い、併せて３カ国の試験の歴史的背景をま

とめ、これらの結果をもとに３カ国の試験で測ら

れる能力をモデル化した。能力観の類型は、英語

国際ジャーナルComparative Sociologyの14巻

に掲載された他（2015年5月発行）、国内のジャ

ーナル誌にも掲載され、国内外の学会でも報告を

行った。以下に調査の知見を記す。 

１） 試験問題の分析と能力観のモデル化 

３カ国の文学の過去の試験問題の分析から、以下

のような能力観の分析モデルを提案した。いかな

る知識（体験的知識対体系的学問知）と教育目標

（価値的目標対技術目標）が想定されているかの

2つセットの仮定から4つのタイプの能力観を規

定した。アメリカのSATは日常生活にも応用可能

な効果的な推論力を（「応用型」）、日本のセンタ

ー試験は場面場面で内的共同体を瞬時に作り上

げるための共感力を（「共同体型」）、フランスの

バカロレアは、弁証法を使い新たな前提条件を創

り上げる力（「政治型」）を測っていることが明ら

かになった。具体的にはSATでは、多様なジャン

ルの文学作品を短時間に大量に理解させるため、

ジャンルの知識を問うのに対して、センター試験

は主人公の気持ちを問い、バカロレアでは議論の

材料や結論は受験者が決められる自由度が高い

のに反して論文の形式（＝手続き）には従う事が

求められていた。いずれの能力も、各国の社会で

重視されている能力のエッセンスを形成するこ

とが文献によって確認された。 

２）高校の準備教育調査 

 フランスのバカロレアの準備教育を通して養

われるのは、知識を伝統的な弁証法の形式に落と

し込むことによって、考え方の「型」を修得させ

るとともに、個別具体的な情報をまとめあげて結

論や知見に導く、つまり説得力ある大きな構図を

描く方法の体得である。この方法論は、哲学や歴



史、文学などの確実な引用無しには適用不可能で

あるので、共通財産としての基礎知識の暗記とと

もにそれら知識を自在に組み合わせて論を展開

する能力と、「何を論点とするのか」を「問い」

の形にして浮かび上がらせる発問力が徹底的に

訓練される。同時に世界の複雑性を受け入れ、矛

盾を包括しつつ動的に考える思考法は初等教育

から積み上げられた文学の知識と書く技術の統

合として文学のバカロレア試験に結実している。 

 アメリカの調査では入試準備は、知識内容より

もエッセイを書く訓練に重点が置かれているこ

とが教科を横断した特徴として明らかになった。

分析的・説得的（analytical and persuasive）エ

ッセイを書く指導と練習・試験が行われており、

その量は文学と社会科学を合わせると年間で 20

を超えるエッセイの課題が出されていた。より示

唆に富むのは、こうした分析的なエッセイに加え

て、文学の授業では個人的な体験や視点を重視し

たエッセイ(personal writing)の指導と訓練が行

われていたことである。分析・説得のエッセイは、

日本のセンター試験に相当する SAT 1 の書く試

験で頻用されるのに対して、パーソナル・エッセ

イは、個々の大学へ出願する際に SAT の点数や

成績とともに大学に送られ、特に有名私立大学で

の入学審査で重要な役割を果たすと言われてい

る。パーソナル・エッセイではいかに自己の体験

に依拠しつつ表現と視点に独自性を発揮させら

れるかが重要で、教師と生徒の信頼関係が無いと

このジャンルのエッセイの指導は難しく、生徒の

社会資本と文化資本の多・少が指導にも影響を及

す事が明らかになった。アメリカにおける文化資

本の中身についてはヨーロッパと比べこれまで

明確にされてこなかったが、フランスに代表され

るヨーロッパとは異なる書くジャンルの訓練は、

能力観のモデル化の指標（体験的な知識を重視す

るのか、学問知なのか）とも一致しており、この

点については今後も調査を続けたい。 

３）歴史的推移と総括 

 バカロレア試験で最も頻用される論文形式で

あり「フランス式論文」とも呼ばれる

‘dissertation’ は、フランス革命後の新しいもの

の考え方とその表現法を模索する中から革命後

100年をかけて作り上げられたものである。フラ

ンス式論文においては、生徒が主体的に主題の異

なる側面を識別して価値付けを行い、推論を極限

まで押し進めて結論を導く。伝統的な修辞学の技

法はここでは全く役に立たず、文学はスタイル模

倣のための材料ではなく、テキスト自体を論じる

批判的側面を持つようになった。しかしながら、 

基本構造となる弁証法は、ギリシャ・ローマの哲

学者たちが時間をかけて練り上げ、中世のスコラ

学にも受け継がれた緻密な推論の技法であり、思

考の型でもあることから、フランス式論文が体現

するのは、古典の再生ではなく歴史的遺産を内包

しつつ新たなステージに上がったと見るべきで

あろう。生き馬の目を抜くグローバリズムと高度

情報化社会にあっては、その能力養成にも、作成

そのものにも多大な労力と時間を要するフラン

ス式論文はいかにも非効率的で不利である。弁証

法の「正・反・合」の「反」と「合」を切り捨て

たアメリカのエッセイは、視点をひとつに絞り、

思考の効率化を図る事によって新しい時代のル

ールを形成してきた。しかしながら、フランスが

その存在感を持ち続けられるのは、それとは対極

の位置に思考表現法と価値を置いた事にある。 

 ポストモダンと呼ばれる現代においては、問い

は与えられるものではなく、自ら創り出すもので

あり、多様な視点からより包括的な視点を獲得す

る思考法こそが、単一な視点とルールを強要する

グローバリズムの対抗軸となり得る。受験する側

にも採点する側にも多大な労力を強いるバカロ

レア試験であるが、その価値をフランス社会が認

めるからこそ、幾度となく起こる改革の議論の中

で、その形を変えずに存続していると考えられる。

それはまた、バカロレアをナポレオン時代から試

行錯誤の中で自らの価値観と伝統に基づき創り



上げて来た自負によるところも大きい。この試験

を変える事は、社会を変える事と同義なのである。

（詳細は下記「ディセルタシオンとエッセイー論

文構造と思考法の仏米比較—」を参照）。 

 これらの調査・分析からは以下のような示唆が

得られる。日本のセンター試験は SAT をもとに

作られながらも独自の進化を遂げており、文学

（国語）の問題比較で明らかにされたように暗記

力のみを測っているのでなく、極めて高度な認知

力を必要とする能力を求めている。こうした質的

な違いは、比較によって初めて明らかになるもの

であり、求められる能力は初等教育から積み上げ

られ長い時間をかけて醸成されるものである。よ

って文化・社会的な調査知見が入試改革の議論に

は不可欠である。 
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